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開会 時  刻 午後３時３０分 

 宣 言 者 委員長 

付議事件 

（０件） 

議案番号 件       名 

議案第号  

報告 

（３件） 

記  号 件       名 

 
学校適正配置に関する中野小屋地区の意向につい

て 

 

「新潟県公立高等学校入学者選抜方法の改善」に伴

う，新潟市立高等学校入学者選抜方法の改善につい

て 

 体罰根絶の取り組みについて 

協議題 

（１件） 

記  号 件       名 

 
二葉中学校・舟栄中学校の統合中学校の校名につい

て 
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第１ 開会宣言 

○委員長 午後３時３０分開会を宣言する。  

第２ 会議録署名委員の指名 

○委員長 新潟市教育委員会会議規則第１１条により，会議録署名委員に

沢野委員及び吉村委員を指名します。 

第３ 報 告  

○委員長  これより，報告案件には入ります。「学校適正配置に関する中

野小屋地区の意向について」，教育政策担当課長からご説明をお

願いいたします。 

○教育政策担当課長  ご報告させていただきます。お手元の資料の１ページから４

ページが該当の資料となります。そのうちの２ページをご覧く

ださい。 

 西区のコミュニティ中野小屋が中心となり立ち上げました学

校適正配置について協議を行ってまいりました。中野小屋地区

学校適正配置検討委員会より提出された，中野小屋地区の意向

書の写しとなっております。中野小屋地区の意向としては，学

校は教育の場だけではなく，地区のコミュニティ醸成に欠くこ

とのできない大きな存在であることから，地区内にある二つの

小学校と中学校については，現時点において現状のまま存続を

希望するという意向が昨年 12 月に提出されました。それまでの

経過と地域の状況についてご説明させていただきます。左の１

ページをご覧ください。 

 はじめに，学校の状況についてです。２の児童生徒数将来推

計のとおり，中野小屋地区は小瀬小学校と笠木小学校，中野小

屋中学校の２小学校，１中学校の地区となっております。表の

とおり，三つの学校とも小規模校となっている現状です。特に

笠木小学校では平成 21 年度から複式学級が編成され，網掛けの

部分が複式学級を編成している学年となりますが，今年度，平

成 24 年度は複式学級が２学級で，この複式学級の編成は平成

29 年度を除き平成 25 年度以降も続く推計となっております。

 また，参考といたしまして，３ページ，４ページには中野小

屋中学校区の学校の配置図をつけさせていただいております。

三つの小中学校の位置関係はこの図のとおりとなっています。

 もう一度１ページ目にお戻りください。こういった学校の状

況の中で，１の経緯となりますが，平成 22 年３月から平成 23

年７月にかけ，コミュニティ協議会からの要請を受けて，適正

配置についての地域説明会を３回実施させていただきました。

地域検討会の立ち上げと適正配置についての検討をコミュニテ
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ィ協議会に呼びかけさせていただき，その結果，コミュニティ

協議会が中心となり，昨年４月に，記載の委員をメンバーとす

る地域検討会が設立され，地域で協議が重ねられてきたところ

です。その結果，12 月の地域の意向書の提出に至りました。 

 地区の意向につきましては，はじめに申し上げましたとおり，

現時点においては現状のまま３校の存続を希望するということ

ですが，この意向書の提出の際，座長から，将来，地区を担う

子どもたちに地元で学んでもらいたい。小規模校である不便も

あるが，それゆえに自覚や責任感が逆に身につく。また，３ペ

ージ，４ページの配置図のとおり，地区の真ん中を西川が流れ，

その川沿いに集落が点在しているという地域状況から，避難所

の確保も必要であるなど，さまざまな意見が検討会で出され，

今回の地域の意向に至ったというお話を聞きしております。 

 今回の地域の意向という結果になりましたが，コミュニティ

協議会では，学校の小規模の状況に変わりはなく，地域にとっ

て，この問題は大きな課題であるとの認識から，今後も適正配

置の窓口にコミュニティ協議会がなっていきたいということで

すので，企画室としては，将来推計など学校の状況をお伝えし

ながら，地域の皆さんと今後も一緒に考える場を継続してもっ

ていきたいと考えているところです。中野小屋地区意向の提出

についての報告は以上となります。 

○委員長  ただいまのご説明に意見，質問のある方は挙手をお願いいた

します。 

○沢野委員  一番下に笠木小学校に＊がついていて，「新通」，「高山」は内

野中学校へ進学とあるのですが，これは，この推計も含めた数

ということですか。今までもそうなのですか。 

○教育政策担当課長  笠木小学校の校区ですが，校区としては少し複雑な校区にな

っております。別紙２の配置図をご覧いただきたいと思います

が，笠木小学校区の右側に内野小学校区というような区域，あ

るいは笠木小学校区という区域があります。これは新潟市に合

併する前の旧内野町，中野小屋村のときからの校区ということ

で，内野小学校区の飛び地になっているという状況があります。

括弧書きの笠木小学校区，内野小学校区については，小学校は

それぞれ小学校の学校指定なのですが，中学校については内野

中学校が指定されているというような，校区的には複雑な地域

になっています。そういったことで，推計表の下のところにあ

ります新通，高山の６年生は学校は笠木なのですが，中学校は

内野に指定されているということで，この推計からこの地区の

子どもたちの人数は落としてあるという推計表になっておりま

す。 

○佐藤委員  こういう結論に至った議論の経緯というのを知らないので，
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よく分からないのですけれども，なぜ，少人数になると教育と

して何が問題なのかという，その辺の根本的なところというの

は，このメンバーの皆さんは議論されたのでしょうか。 

○教育政策担当課長  一番最初にご説明させていただきましたが，地域の説明会と

いうことで，地域から呼ばれ３回説明させていただきました。

その際，平成 22 年３月から平成 23 年７月ということで，ちょ

うど適正配置の審議会が開かれていて，新潟市の基本方針を定

めているという状況でした。今，審議会の中でこういった議論

がされていると。あるいは平成 23 年７月には基本方針案ができ

ておりますので，その中で，小規模校のメリット，デメリット，

なぜ適正配置を進めるのかということは説明させていただいた

ところです。 

 地区内の小学校，中学校のＰＴＡへの説明会を開催させてい

ただきまして，そちらのほうでも適正配置の必要性といいます

か，新潟市の考えるメリット，デメリットを説明させていただ

いております。そういったものを踏まえた上での，今回の結果

なのかと捉えているところです。 

○吉村委員  少し説明いただきたいのですが，検討委員会も両小学校と中

学校，組織，地域の方々という構成メンバーになっているわけ

ですが，この方々が同じ席上で話をされたわけですが，委員会

のメンバーの意識は，まずは笠木，小瀬の小学校について考え

る。それから中野小屋中学校の今後のあり方について考えると

いうふうにして検討されたのか。小学校も，中野小屋中学校も

一緒，つまり中野小屋中学校も小規模化という大きな課題があ

るから，小学校の統合と同時に中学校の統合合併も含めて，セ

ットで考えておられるのか，その辺はいかがですか。 

○教育政策担当課長  検討会の中での議論につきましては，今，地区の中では検討

会を６回開催して，今回の結論に至りましたが，残念ながら，

すべての回に教育委員会として出席を求められていたわけでは

ありません。呼ばれた中では，私どもが説明に入った際には，

笠木小学校が複式だということでまず入らせていただきました

が，小瀬小学校も小規模，当然，小学校二つが小規模であれば

中学校も小規模ということで，すべて３校について今後考えな

ければだめではないでしょうかということで入らせていただき

ましたので，地区とすれば，小学校，中学校を含めた適正配置

を検討ということで議論していただいたものと考えておりま

す。 

○吉村委員  これは私の勝手な推測ですけれども，極めて小規模になって

しまった二つの小学校を一緒にして学ばせるという視点と，中

学校というのは発達段階も含めて，中野小屋中学校のあり方と

いうのはそれはそれでまた別に検討すべきだとする場合と，将
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来的に，数から見ても，小学校を一緒にすることも，中学校を

さらに大きな規模にすること，これは一緒なのだという意識を

持ってしまっての検討では，若干ニュアンスが違ってくるので

はないかという気がしたので，そういう質問をしたのでありま

す。今，私はどうかというと，まだ考えていませんので，それ

で質問したのです。 

○教育政策担当課長  適正配置の審議会の答申の中で，この地区の学校についての

案といいますか，一つの方向性が出ております。それは，小学

校も中学校も含めて，内野小学校，中学校との統合という方向

性が出たということで，地区にとってみれば三つの小中学校す

べて適正配置の対象だととらえられて，段階を踏んでというよ

りは，三つの小学校，中学校同じレベルで協議していきましょ

うということで協議されたのではないかと思っております。 

○齋藤委員  今，課長が言われたのですけれども，地元の検討委員会が６

回くらい開かれたということで，教育委員会は出席を求められ

ないと出席できないシステムになっているのですか。 

○教育政策担当課長  それぞれの地区の進め方というものがあります。ほかの地区

でも適正配置について入らせていただいて，そこの協議の場に

お手伝いという形でかかわらせていただいている地区もありま

すし，こちらの地区については，地区の議論を先に進めて，そ

の中で教育委員会の意見も聞くというような進め方でいったと

いうことで，すべてのところには入らずに，必要に応じて呼ば

れて入っていったということとなります。地域の実情や進め方

にあわせて，企画室としては適正配置については地域の皆さん

と話し合っていくということで，このようなやり方で中野小屋

には入っていきました。 

○佐藤委員  この協議会の議事録というのは存在していないわけですよ

ね。議事録というのは存在しているのですか。それは確認でき

ているかどうか分からないのだけれども，本当にこの検討委員

会の皆さん，各ＰＴＡの代表の方などが全員集まって６回の議

論をしていたのかどうかということが疑問だし，この前の自治

協議会の皆さんとの懇談会でも，一番最初に出てくるのは地域

エゴだという話が出ているわけです。ロケーションを見てみる

と，地域エゴが出やすい形のでき方ですよね。子どもたちのこ

とを本当に考えて希望したのかなというのが非常に疑問なので

す。例えば今盛んに言われているように，子どもたちコミュニ

ケーション能力とか，家庭の教育力が下がっていて，社会性が

どんどん失われていると。 

 そのためにはどういうことをしなければいけないのかとい議

論をやっている中で，このように少人数でやっていくというこ

とは，やはり子どもたちの社会性，すなわち，社会に出たとき
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に子どもたちがきちんとした自分の自立として，世の中で自立

しながら生活していく能力の根本的なものを小中学校で教える

わけですから，子どもたちの教育がどうあるべきなのかという

議論がされたのかどうか。通うところが遠いだとか，そういう

ことではないと思うのだけれども，その辺のところの把握をも

う１回していただいて，もしそういう議論がなされていなくて

こういう結果に至ったのであるならば，もう一度子どもたちの

教育がどうあるべきなのかということを中心に議論していただ

きたいというのが，私の切なる希望なのです。統合したらいい

ということではないのです。本当に子どもたちの教育を考えな

がら議論されたのか，その辺のところを確認していただけませ

んか。 

○教育政策担当課長  企画室とすれば，教育の観点で適正配置に私どもは入ってお

ります。ですので，地域からもその観点を第一に考えていただ

いて議論していただきたいとは思っております。説明会の中で

も，学校はコミュニティの中心の場でもあるけれども，第一の

本分は子どもたちの教育の場であるということで説明させてい

ただいております。そのうえで，この地区も検討会を立ち上げ

て議論していただいたものと思っております。ただ今後も，コ

ミュニティ協議会の会長さんもおっしゃっているのですが，適

正配置については地区の大きな課題であると認識しているとお

っしゃっていただきました。コミュニティ協議会を通じて今後

も地域の皆さんに情報提供をしながら，議論をさせていただけ

ればと思っております。その中で，学校のあるべき姿を一緒に

考えていきましょうということで，議論をさらに深めていくよ

うに，企画室としても地域と話をしていきたいと思っておりま

す。 

○齋藤委員  今，地元のコミュニティ協議会が今後も窓口といった形にな

って，これを未来永劫進めていくわけではないということをお

聞きして，少し安心という言い方は失礼ですけれど，納得いた

しましたが，先ほど私が質問した趣旨は，これから少子化の中

で，こういうケースは新潟市内でたくさん出てくることが予想

されます。そのときに，教育委員会として，先ほど佐藤委員が

言われたような形で，子どもたちのための適正配置なのだとい

う考え方を地域の皆さんと一緒に考えることができるシステム

というか，そういうものを構築していただきたいと思います。

各地区によって１回行っただけですとか，ここはもう来なくて

いいと言われましたので行きませんでしたとか，そういうこと

ではなくて，少しでも教育委員会が積極的というか，中に入っ

ていただいて，適正配置の意味，子どもたちのためなのだとい

う教育の理論を地元の人たちに説得し続けていただける，話し
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合いを続けていけていただけるようなやり方，システムを作っ

ていただきたいと思います。 

○教育政策担当課長  そのように努力して，地区の皆さんと協議できるように頑張

っていきたいと思います。 

○沢野委員  まさに子どもたちのために，何のためなのかといったら，子

どもたちの教育のための学校なのです。こちらの小学校や中学

校ということではないのですが，やはりこのくらいの人数の，

要するに学年で一クラスしかできない，クラス替えができない

という学校の校長先生のお話で，少人数のいいところは，あま

り言葉を尽くさなくてもお互いに気持ちが分かっている，その

クラスのままでいくということ。けれども，先ほど言われたコ

ミュニケーション能力の部分では，言葉を尽くさなくてもでき

てしまうので，その辺が育たないところだということを聞いた

ことがありますので，ぜひそういう部分を育てていただいて，

今後もよろしくお願いしたいと思います。 

○阿部教育長  子どもたちのためにということでは，今，ある程度まとまり

かけている新潟島での小学校の統合でも，やはり最初はコミュ

ニティ協議会の年代の上の人たちとＰＴＡの若い年代といろい

ろと食い違いがあったみたいなのですけれども，最終的にはお

年寄りも，子どもたちのためにはどれが一番いいのかというこ

とで，地域で話し合いを重ねる中でそういう結論が出てきまし

たので，企画室にも頑張っていただきたいと思います。 

○教育政策担当課長  進め方も画一的ではなく，工夫をして，地域の人も含めて子

どものためを考えることを第一に協議できるように工夫してい

きたいと思います。 

○齋藤委員  くどいようですけれども，やり方の問題で，直近で二葉中学

と舟栄中学がこういう形になるわけです。１年後，２年後に別

の地域の合併した，あるいは統合した地区の人たちに，統合前

と統合後はこういう形になっているということを，例えば別の，

今話題になっているところに参考の話をしていただくとか，い

ろいろな工夫をする余地はあるのだと思います。どうしても地

域の方たちで集まってしまうと，地域のエゴというものがどう

しても出てきやすくなります。私は統合しろと言っているわけ

ではなくて，統合前，統合後のほかの地域の人たちの話も聞け

るようなチャンスを作っていただければいいのではないかと思

っています。 

○教育政策担当課長  委員の皆さんからいただいた意見を参考に，地域と殻を打ち

破って話ができるような関係づくりをしながら協議していきた

いと思います。 

〇委員長  よろしくお願いします。よろしいでしょうか。 

 続きまして，「『新潟県公立高等学校選抜方法の改善』に伴う，
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新潟市立高等学校入学者選抜方法の改善について」，学校支援課

長，お願いいたします。 

○学校支援課長  現在，新潟市教育委員会は県教育委員会と連携して，市立高

校の入学者選抜を県立高校と同様の取扱で行うこととしており

ます。県教育委員会では，平成 27 年度入学者選抜から適用され

る新潟県公立高等学校入学者選抜制度の改善が，昨年 12 月 25

日の県定例教育委員会において議決されました。今回の県によ

る入学者選抜方法の改善により，市立高校においても平成 27 年

度入学者選抜より同様の改善をすることとなります。 

 お手元の資料５ページ，６ページによりご説明いたします。

１の「特色化選抜」ですが，スポーツ活動，文化活動，科学分

野の活動等に秀でた実績を有し，各学校の特色ある教育を推進

する上で中心的役割を果たすことが期待される生徒を対象に，

実施希望の高校で行うこととなります。検査内容は，面接と各

高校が独自に検査等を設定することも可能としています。募集

人数は，募集定員の 10 パーセント以内で，各高校が設定した人

数となっています。また，特色化選抜は県外からの出願も認め

ることになります。 

 次に，２の「一般選抜」です。学力検査は全日制では５教科，

定時制は３教科と現行どおりですが，学力検査では測ることの

できない意欲や，各学科に対する適性，興味・関心等を多面的

にとらえる趣旨で，面接，作文，実技検査等の学校独自の検査

を設定することができるものとしています。 

 次に，３の「欠員補充のための２次募集」についてです。現

行の制度と同様に，いずれの高等学校等にも合格していない者

を対象に，一般選抜で欠員が生じた学校，学科で実施します。

また，検査の内容及び選抜資料については，全日制，定時制と

も３教科の学力検査と面接を現行どおり実施することとなりま

す。 

 ４の「海外帰国生徒等特別選抜」は，新規の選抜方法です。

すべての学校，学科で実施します。対象は，海外において継続

して生活をし，保護者とともに帰国後一定期間以内の者で，一

般選抜及び欠員補充のための２次募集を受検する者です。検査

の内容は数学，英語，作文及び面接を実施します。 

この新しい入学者選抜制度は，現在の中学１年生が受検する

平成 27 年度入学者選抜から実施します。 

 報告は以上となります。 

○委員長  今ほどのご説明に質問，意見のある方は挙手をお願いします。

○佐藤委員  ４番の海外帰国生徒の特別選抜というのは，向こうですと９

月始業式，８月に学期が終了です。どうなるのでしょうか。帰

国子女が帰ってきて，10 月に特別な選抜でそのまま高校１年生
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に入れてしまうということなのですか。それとも，入学は１年

遅れで，４月１日から認めることにするのか。この辺はどうな

るのでしょうか。 

○学校支援課長  詳細については，要項をきちんと定めて，それによって募集

していくという形になると思います。したがいまして，現時点

では詳細はまだ決まっておりません。そういった詳細について，

いつ出願をして，いつ入学試験を行いということについては，

今後，明確になっていくと思いますが，今，佐藤委員がおっし

ゃったような，年度途中の編入とは少し違い，海外で中学校課

程程度まで学習してきている子どもが，日本に戻ってくるよう

なタイミングで実施するということがベースになるのではない

かと思っています。 

○佐藤委員  今，新潟市内で帰国子女と言われる人たちというのはいらっ

しゃるのですか。市立の高校で。 

○学校支援課長  今，具体的な数字は手元にありませんが，帰国子女はおりま

す。 

○佐藤委員  帰国子女はやはり１年遅れで入試をして入ってくるのです

か。 

○学校支援課長  さまざまなケースがありまして，中学校のような義務教育段

階までに入るような場合については，大体それ相当のところで

きますが，高等学校の場合については単位などのことがあるの

で，それによって判断をして，どこの学年にいくかということ

になってきます。 

○吉村委員  高橋課長，初歩的な質問で恐縮なのですが，今ほど５ページ，

６ページでご説明いただいた内容ですが，私は何を提案されて

いるのか分からなくなったのですが，ここに示されたのは，県

の高等学校教育課が平成27年度からこのように改定したいとい

う基本方針ですよね。課長さんがおっしゃるのは，それに伴い

連携していますから，当然，新潟市立高等学校もこの基準をも

って基本的に進みたいという提案なのですよね。 

○学校支援課長  ご質問にあったように，新潟市立の学校が，市立の独自の検

査という入学者選抜という形はこれまでもとってきておりませ

ん。県と連携する中で，県と協議しながら，県立高校の主な入

学者選抜制度と連携してという形でやっています。 

○吉村委員  承知しています。あえて言わせていただけるならば，ここに

示されたものは，公立高等学校入学者選抜方法の改善について

の資料ですよね。この資料の中に，新潟市立高等学校もこの基

本でいくというふうにして提案されるのが筋ではないかという

ことを私は申し上げているのであります。 

○学校支援課長  ご指摘のとおりと思っていますが，これまでこういった経緯

でやってきましたので，今後，資料の提示についてはそのよう
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な形に変更させていただきたいと思います。 

○吉村委員  どこでもいいですから，そういうふうに書いてもらわないと，

これは全くもって県の選抜方法について同じ説明をされたとい

うことになりますので，議題には市立高校についてとなってい

るので，お願いしたいと思います。 

○齋藤委員  今の吉村委員の発言を受けまして，これは改善された点がこ

こに記されている５ページ，６ページなのですか。これまでと

新しい選抜制度になったのが５ページ，６ページの部分ですか。

○学校支援課長  そのとおりです。平成 27 年度から改善されて，このような形

になるということです。 

○吉村委員  新旧比較表ではないですね。このように公布するという。 

○齋藤委員  拝見しただけでは，どういう意図で，どの辺が改善されたの

かということが分かりにくいのですけれども。 

○学校支援課長  10 月に一度，このような形で進んでいくことになるというお

話をさせていただきましたけれども，現在の問題点として，今，

現在，県内受検生の推薦選抜というものの志願倍率は年々低下

している実態にあるということ。本来，推薦選抜を行う意義と

いうものがあったわけですが，目的意識の強い子，しかもそう

いった中で優秀な子どもたちを中学校側から推薦してもらい，

ここでそれをさらに延ばしていくと。ただ，倍率の低下などで

これについての意義が十分に生かせるようなことができない。

推薦ということについての解釈を，極端な言い方ですけれど，

受検機会の拡大と受け止める学校もあったり，かなり厳しく精

査をしていたり，その辺のいろいろな交差があったりして，現

行の推薦選抜そのものに問題点，課題が生じてきたということ

が根底にあります。 

 さらに，今，特色ある学校づくりということで，自校の特色

をより一層明確にするという流れの中で，選抜方法については

どこの学校もあまり大差がないという実態がありまして，特に

特色化選抜というところが強く変更されました。  

○委員長  今の説明で，お二人の委員は分かりましたでしょうか。 

○齋藤委員  具体的に示していただきたいと思います。 

○学校支援課長  補足するならば，今後は市立高校についても各学校の特色と

いうものを打ち出しやすくなる部分がこれにより出てくるとい

うこともあると思います。 

○委員長  これは一度 10 月に説明に来ていただいたということですよ

ね。方向性としてはこのように進みますということで，今ほど

の説明をお聞きすると，現状では問題，課題があるということ

と，特色ある学校づくりということから，新潟市の目指す学校

像を作っていくのだということですね。 

 続きまして，「体罰根絶の取り組みについて」，教職員課長，
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お願いします。 

○教職員課長  先日，１月 11 日に，大阪市立高等学校の体罰問題を受けて，

新潟市の体罰の状況，問題，今後の取り組みについてご説明さ

せていただきました。本日は，その後の対応について説明させ

ていただきます。１月 10 日に中学校長会で，１月 15 日に高等

学校校長会で，１月 17 日に小学校校長会で３点。一つ目は，い

かなる理由があろうとも体罰は絶対に許されないという指導を

徹底すること。二つ目は，人権を無視した体罰や言動，いきす

ぎた指導について，これまでの通知，指導を踏まえ，校内で全

体であるいは個別に指導すること。三つめは，体罰根絶が図ら

れるよう，職員相互が啓発しあえる組織，雰囲気づくりを醸成

すること，以上を全校長に指導するとともに，１月 15 日に全学

校に通知を出しました。 

 今後も，県の高等学校教育課，義務教育課，保健体育課，高

等学校校長会，中学校長会，高等学校体育連盟，中学校体育連

盟との関連機関と連携して，体罰根絶に向けた取り組みをして

いかなければならないと考えております。 

 以上となります。 

○委員長  今ほどの説明について質問のある方は挙手をお願いします。

○佐藤委員  ３点の件で校長会の方でご説明をされたということなのです

けれども，３点目の職員相互の啓発のために何かやるというこ

とは，具体的にはまだ示されていないとは思うのですけれども，

各学校で職員相互の啓発をするために何か動きがありましたみ

たいなところは情報としてつかんでいらっしゃるのですか。ま

だそんなにあるとは思わないのですけれども。 

○教職員課長  今の佐藤委員のご質問ですが，すでに校内で部活動顧問会議

を開いて，顧問同士で啓発を図っている学校も実際にあります。

○佐藤委員  それは何校ですか。 

○教職員課長  連絡を受けていますので，中学校何校とはまだ把握しており

ません。 

○佐藤委員  できれば，そういった事例を各中学校に，この学校はこうい

うことで自己啓発をしているといったサンプルをお知らせした

ほうがいいと思うのです。どうしたらいいか分からないという

ところもあると思うので。それもなるべく早い段階で情報とし

て提供していくことが必要なのではないかと思いますので，ぜ

ひお願いしたいと思います。 

○教職員課長  そのとおりかと思います。今のお話は，中学校体育連盟と市

教育委員会の教職員課が連携しながら，中体連の方でもそうい

う顧問会を各学区で開いてもらいたいと。それから市全体で各

種目ごとの顧問会，専門部会を開くという方向で日程調整に入

っています。 
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○齋藤委員  私も第３点の啓発ですが，職員に啓発という言葉はオーケー

なのです。現場で聞いた校長先生が，どうやったらいいのかと

いう部分のところをフォローしていただければありがたいと。

その一つの方法論として，佐藤委員がおっしゃったように，ほ

かの例でこういう動きがあるのだということが，各学校の皆さ

んに分かるような形の指導をしていっていただきたいと思いま

す。 

 もう１点は，これはいじめの問題と同じで，いくら指導をし

ていても，どうしても吹き出してくる部分というのはやむを得

ないと思うのです。問題は，吹き出してきたときに，泡を見つ

けたときに，どう学校単位で校長先生，教頭先生が把握するか。

それをどう教育委員会に報告して，泡が大きくならないように

防いでいくか。これはいじめの問題と同じ部分があると思いま

すので，この辺のところもぜひ指導体制の中で徹底していって

いただきたいと思います。 

 大阪の今回の体罰問題の例のように周りの一部の教師が事実

を認識していて，どうして校長先生は知らないのかという部分

が，一般の人たちがあのニュースを見たときに，言えないと。

これが啓発ということにもなるかもしれませんけれども，ここ

が一番大事なような気がするのです。言えない学校ではだめな

のです。啓発の中に含まれると思いますけれども，そういうと

ころを十分フォローしていただきたいと思います。 

○教職員課長  ありがとうございます。機会があるごとに今のお話はさせて

いただきたいと思っております。 

○沢野委員  皆さんと同じことになるのですが，校長先生をトップとした

学校経営ということになるので，全職員の皆さんと，いろいろ

な意味で共通理解を持ってもらい，生徒の指導にあたっていた

だきたいと思います。 

第４ 次回日程  

○委員長 次回の日程について説明を求める。 

○教育総務課長 ２月定例会は２月１９日（火）午後２時００分からでお願い

したい。３月定例会は３月１９日（火）午前１０時からでお

願いしたい。 

第５ 協議会  

○委員長  引き続き，公開の協議会に移ります。これより協議会に入り

ます。 

 「二葉中学校・舟栄中学校の統合中学校の校名について」教

育総務課企画室教育政策担当課長，説明をお願いします。 

○教育政策担当課長  平成26年４月に新たな中学校として開校する統合中学校の校

名につきまして，本日の協議会でご協議をお願いするものです。

統合校の校名につきましては，地域からの要望書の提出があり，
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先月の教育委員会定例会議でご報告させていただいております

が，ご協議いただく前に，改めて地域からの要望の経緯につい

てご報告させていただきます。 

 地域からの要望書につきましては，お手元の資料の10ページ，

11 ページにつけさせていただいております。二葉中学校・舟栄

中学校統合実行委員会から昨年12月に教育委員会に提出された

ものです。資料８ページをご覧ください。校名検討の経過をま

とめたものです。昨年７月の教育委員会の両中学校統合の決定

を受けまして，地域では８月に両校同窓会長，校区内のコミュ

ニティ協議会，両校保護者の代表，両校校長を委員とする二葉

中学校・舟栄中学校統合実行委員会を地域で立ち上げ，閉校・

開校に係る式典や記念事業などの統合に向けた準備，校名の検

討などを開始されたところです。統合実行委員会では，校名選

定にあたって両校生徒，校区内住民から校名案を公募し，校名

選定には両校生徒代表からも参加してもらうこと。そして夢と

未来をいだくような校名，地域の環境，特徴を表すような校名，

両校の伝統，歴史を受け継ぐにふさわしい校名，この三つを選

考基準として校名選定を行うこととし，統合実行委員に両校生

徒の代表を入れ，校名検討委員会として検討を開始したところ

です。 

 校名検討委員会では，９月に校名の公募を行い，864 人の方

から 1,179 案，同じ名前の応募がありますので，そういった重

複分を除きますと 380 の校名案が寄せられたとのことです。10

月に資料記載の八つの校名案に絞り込みを行いまして，12 月の

第２回校名検討委員会で，新潟柳都（りゅうと）中学校と新潟

水都（みなと）中学校の二つを統合校の校名の地元案と決定し，

いずれかを統合校の校名に採択してほしい旨の要望書の提出と

なったものです。 

 ９ページには，第２回の校名検討委員会で出された主な意見

を参考までにつけさせていただいております。 

 以上が校名検討の地元での経緯となります。統合校の校名に

ついて，これからご協議をよろしくお願いいたします。 

 なお，本日校名が決定されましたら，新潟市立中学校条例の

一部改正が必要となりますので，来月の教育委員会定例会議に

議案としてお諮りしたいと考えているところです。よろしくお

願いいたします。 

○委員長  ただいま上所課長から二つの校名案について，要望に至る経

緯について説明がありました。皆さんからご質問，意見はあり

ますでしょうか。 

○佐藤委員  とにかく今日は，柳都と水都のどちらかに決めなければいけ

ないということですね。 
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○教育政策担当課長  地域のほうはその二つの中で，新しい統合校名にしてほしい

ということです。 

○佐藤委員  私の意見としては，第２回校名検討委員会の主な意見の中で，

中学生の意見というのを最重要視すべきかと思いますので，私

の意見は，新潟柳都中学校に決定されたらいかがかというご提

案をいたします。 

○沢野委員  私も意見を言わせていただきますが，中学生の気持ちもすご

く感じましたし，私も新潟柳都中学校がいいと思います。 

○吉村委員  いろいろな角度から二つに絞ったということですから，どう

してもということであれば，私は新潟水都中学校と考えており

ます。 

○齋藤委員  選択肢は二つしかないのですが，いろいろな思いはあります

けれども，水の都と書いて「みなと」と読ませるというのは私

は抵抗があって，ふりがなをふる必要がある学校名より，柳都

のほうがしっくりいくのではないかと思います。どちらでもい

いなと思っているのですが，どちらかにしろということなので，

私は新潟柳都中学校がいいと思います。 

○阿部教育長  両方とも地域を代表する非常にいい名前で，地域の人が迷わ

れて，お願いしますと言ってこられたその気持ちもよく分かる

ような名前だと思っています。個人的にどちらがいいというの

は置いておきまして，この経緯を見ると，すべての生徒，保護

者，コミュニティ協議会ともに入っているのが「柳都」のほう

だということと，ここは中学生を大事にして検討会の中に入れ

てやってきたという経緯もあるので，その中学生の思いも大切

にすることがいいのかと思いますので，そういう経緯からいう

と新潟柳都中学校のほうがいいのではないかと思います。 

○委員長  最後に私ですが，私も子どもたちのさまざまな意見というこ

とで，子どもたちや地域の皆さんに親しまれたり，希望が持て

る学校ということで，それにふさわしい校名ということで新潟

柳都中学校がいいのではないかと考えております。 

 吉村委員は，水都中学校ということですが，吉村委員はいか

がでしょう。 

○吉村委員  一つくらい違ったほうがいいと思いますが，皆さんは音読み

と訓読みが「みなと」には混ざってしまうと。ただ，新潟市は

柳という名前が多すぎて，もう一つは「柳」という字そのもの

があまり学校教育には向いていないのではないかとは思います

が，これは大変な任務でありますので，今の審議でよろしいの

ではないかと思います。 

○委員長  ということで，地域が子どもたちのことを大切に考え，子ど

もたちの意見を反映させてあげたい想いをくみ，進めていただ

きたいと思います。 



 １６

○教育政策担当課長  地域のほうからの要望ということで，それを選択していただ

きまして，大変ありがとうございます。先ほども申し上げまし

たが，本日，選定されましたので，来月の定例会議に新潟市立

中学校条例の一部改正ということで議案を諮りいたしますの

で，よろしくお願いいたします。 

○委員長  ほかに質問，意見のある方はいらっしゃいますか。よろしい

でしょうか。 

 無いようですので，これをもちまして，１月の定例会を閉会

とさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

第６ 閉会宣言  

○委員長 午後４時２５分，閉会を宣言する。 

  

以上，会議のてん末を承認し，署名する。 

  

署名委員  

  

署名委員  

  

 


